
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

様々な回路において、各抵抗で発生する電力について説明す
る。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

1～4回までに関する演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定
1～4回までのまとめ問題

2026

専門基礎分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

次回の授業内容を告知するため、事前に教科書内容の確認をすること。また、各講義において配布するプリント問題を授業
の復習として解き直しておくこと。																																																								

総合演習　70％
出欠状況　20％
平常点　10％

第
4
回

使用教材

以降《使用教材（教科
書）及び参考図書》に

従う

[A],[B]

授業以外での準備学習
の具体的な内容

合成抵抗、回路変形に
ついて前期の復習をし
ておく

第
5
回

第
2
回

[A],[B]
電圧降下の発生、分圧
について前期の復習を
しておく

第
3
回

[A],[B]
電力計算について前期
の復習をしておく

内　　　容

さまざまな合成抵抗に関する問題が計算できるようになる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

[A],[B]
1～4回の復習をしてお
く

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

抵抗と電源の直列回路または並列回路における電力が計算で
きるようになる。

科  目  名

臨床工学技士科（昼間部）

電気工学演習

科　目　区　分

[A] 戸畑裕志、中島章夫、福長一義、最新臨床工学講座 医用電気工学1、医歯薬出版株式会社 [教科書]
[B] プリント配布（教科書外の補足事項、国家試験・ME2種等の過去問）

この科目では、電気工学分野全般の問題を解く力を身に付けるため、国家試験・第2種MEの問題を中心に解説する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年 教室名

本授業では問題演習を中心となるため、予習が重要である。そのため、学生にはきちんと予習することを周知させる。また、事
前学習内容については「原理について調査してまとめておく」や「学習内容に関連する問題を解く」でもかまわない。

担 当 教 員 松浦　美有
実務経験と

その関連資格

[A],[B]
オームの法則と分流に
ついて前期の復習をし
ておく

合成抵抗の考え方と、回路変形による等価回路について説明
する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

抵抗と電源の直列回路または並列回路における電圧降下が計
算できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

様々な回路において、各抵抗での電圧降下の発生と考え方に
ついて説明する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

抵抗と電源の直列回路または並列回路における電流値が計算
できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

様々な回路において、各抵抗に流れる電流値について説明す
る。



第
14
回

[B]
授業前までに今までの
予習ノートを見直してお
く

第
12
回

[A],[B]
電源の内部抵抗につい
て前期の復習をしておく

第
13
回

[A],[B]
消費電力・消費エネル
ギーについて前期の復
習をしておく

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

電源の内部抵抗を含む演習問題が解けるようになる。

第
10
回

[A],[B]
電圧計と倍率器の関係
について前期の復習を
しておく

第
11
回

[A],[B]
電流計と分流器の関係
について前期の復習を
しておく

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

電圧計と倍率器を用いた演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定

電圧計の定格を超えた測定時に使用する、倍率器の使い方と
求め方、問題の解き方について説明する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

電流計と分流器を用いた演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定

電流計の定格を超えた測定時に使用する、分流器の使い方と
求め方、問題の解き方について説明する。

第
8
回

[A],[B]
重ねの理について前期
の復習をしておく

第
9
回

[A],[B]
ブリッジ回路について前
期の復習をしておく

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

重ねの理を用いた演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定

複数の抵抗と電源を含む回路に対し、重ねの理を用いた解き方
について説明する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ブリッジ回路の考え方を用いた演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定
ブリッジ回路の構造と平衡条件について説明する。

[A],[B]
テブナンの定理につい
て前期の復習をしておく複数の抵抗と電源を含む回路に対し、テブナンの定理を用いた

解き方について説明する。

キルヒホッフの法則につ
いて前期の復習をして
おく

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

[B]
総合演習までに、今ま
での復習をしておく

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

テブナンの定理を用いた演習問題が解けるようになる

各コマに
おける

授業予定

[A],[B]

授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

キルヒホッフの法則を用いた演習問題が解けるようになる。

各コマに
おける

授業予定

複数の抵抗と電源を含む回路に対し、キルヒホッフの法則を用
いた解き方について説明する。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

本講義内容について、要点を理解した上で説明ができるように
なる

各コマに
おける

授業予定
総合演習を行ない、講義内容の理解度を測る。

各コマに
おける

授業予定

電源が持つ内部抵抗を考慮した回路における考え方について
説明する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

消費電力・消費エネルギーの考え方を用いた演習問題が解け
るようになる。

各コマに
おける

授業予定

電圧、電流、抵抗の3要素から求める消費電力、消費エネル
ギーの考え方について説明する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ここまで習得してきた分野で定着した内容について確認・演習
を行う。

各コマに
おける

授業予定
課題演習


